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質　

疑　

南
相
馬
市
の
学
校
関

係
の
建
築
物
の
耐
震
工
事
に
つ

い
て
は
、
ど
の
程
度
に
な
っ
て

い
る
か
。

答　

弁　　
平
成
26
年
５
月
１
日

現
在
で
、
小
高
区
を
除
い
て

85
・
94
％
。
全
体
で
83
・
54
％

の
耐
震
化
率
に
な
っ
て
い
る
。

質　

疑　

環
境
放
射
線
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
高
松
に
設

置
し
た
が
、
結
果
と
、
そ
れ
を

受
け
て
の
地
域
住
民
の
皆
さ
ん

の
反
応
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

答　

弁　

小
高
区
か
ら
の
生
活

ご
み
の
焼
却
に
当
た
っ
て
、
高

松
、
高
平
地
区
に
３
ヵ
所
先
行

し
て
設
置
し
た
。
地
域
の
方
に

は
納
得
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

と
感
じ
て
い
る
。

質　

疑　

介
護
員
養
成
事
業
に

つ
い
て
、
50
人
の
受
講
で
38
人

が
資
格
取
得
、
う
ち
８
名
の
方

が
就
業
さ
れ
た
が
、
25
年
度
の

取
り
組
み
は
ど
う
で
あ
っ
た
の

か
伺
う
。

答　

弁　

講
座
が
終
わ
っ
た
後

に
施
設
の
見
学
会
や
、
介
護
保

険
事
業
所
と
受
講
者
が
一
堂
に

会
し
た
就
職
面
接
会
を
実
施
し

た
。
昨
年
度
は
施
設
の
見
学
会

に
と
ど
ま
っ
た
が
、
今
回
は
現

場
を
知
っ
て
も
ら
う
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
。

質　

疑　

わ
ん
ぱ
く
キ
ッ
ズ
育

質　

疑　

防
災
集
団
移
転
促
進

事
業
に
つ
い
て
、
25
年
度
の
事
業

計
画
の
中
に
お
け
る
達
成
度
は
。

答　

弁　　
全
体
の
４
割
が
決
め

か
ね
て
い
る
た
め
、
防
災
集
団

移
転
、
災
害
公
営
住
宅
が
予
定

戸
数
で
充
足
し
て
い
る
と
言
え

な
い
。
現
在
小
高
区
の
防
災
集

団
移
転
の
住
宅
団
地
へ
の
希
望

者
は
全
く
な
い
が
、
こ
れ
を
解

消
す
る
た
め
に
街
中
に
10
戸
ほ

ど
の
団
地
計
画
を
し
て
い
る
。

質　

疑　

海
岸
防
災
林
造
成
関

連
事
業
で
、
実
施
設
計
が
で
き
た

と
い
う
こ
と
で
成
果
に
つ
い
て
。

答　

弁　　
原
町
区
と
鹿
島
区
で

総
延
長
7.8
㎞
、
高
盛
り
土
部
分

は
、
原
町
区
と
鹿
島
区
の
瓦
れ

総
務
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

質　

疑　

県
内
町
村
の
ふ
る
さ

と
応
援
寄
附
金
の
集
め
方
で

は
、お
礼
に
米
１
俵
な
ど
を
贈
っ

た
と
こ
ろ
２
億
円
程
度
集
ま
っ

た
事
例
が
あ
り
、
本
市
で
は
ど

の
よ
う
に
対
応
を
し
た
の
か
。

答　

弁　　
現
在
、
地
場
産
業
の

育
成
な
ど
も
含
め
て
協
議
中
で

あ
り
、
今
年
度
中
に
方
針
や
金

額
区
分
も
含
め
て
示
し
た
い
。

質　

疑　

南
相
馬
チ
ャ
ン
ネ
ル

管
理
運
営
事
業
の
中
で
、
市
内

の
２
割
が
映
ら
ず
、
市
役
所
付

近
で
も
映
ら
な
い
所
が
あ
る
の

で
、
見
ら
れ
る
よ
う
に
対
応
し

て
い
る
の
か
。

答　

弁　

問
合
せ
が
あ
っ
た
場

合
、
電
話
の
回
答
だ
け
で
は
な

く
、
自
宅
に
訪
問
し
て
設
定
対

応
し
て
い
る
。

質　

疑　

除
染
推
進
委
員
会
設

置
事
業
の
中
で
、
市
民
の
「
本

当
に
除
染
す
る
の
だ
ろ
う
か
」

と
い
う
心
配
の
声
に
つ
い
て
、

委
員
会
で
協
議
し
て
い
る
の
か
。

答　

弁　

低
線
量
地
域
の
除
染

を
ど
の
よ
う
に
実
施
す
る
の
か

審
議
し
て
お
り
、
委
員
会
に
も

市
の
除
染
計
画
を
示
し
、
対
象

範
囲
が
市
内
全
域
で
あ
る
と
理

解
い
た
だ
い
て
い
る
。

質　

疑　

工
場
用
地
等
整
備
事

業
特
別
会
計
貸
付
金
の
中
で
、

対
策
を
早
く
講
じ
、
再
発
防
止

に
努
め
ら
れ
た
い
と
い
う
監
査

の
指
摘
に
対
し
、
市
は
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

答　

弁　　
資
金
計
画
の
中
で
適

正
に
収
入
を
見
込
む
必
要
が
あ

り
、
あ
わ
せ
て
貸
付
金
の
返
還

対
策
の
た
め
早
期
に
か
つ
計
画

的
に
工
業
団
地
の
土
地
売
却
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

審
査
の
結
果
、
原
案
通
り
認
定
。

一
般
会
計

建
設
経
済
常
任
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会

工
場
用
地
等
整
備
事
業

特
別
会
計

質　

疑　

一
般
会
計
長
期
借
入

金
が
発
生
し
て
い
る
が
、
こ
の

要
因
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　　
24
年
度
に
繰
上
充
用

し
た
金
額
は
、
25
年
度
中
に
土

地
代
金
が
入
っ
て
く
れ
ば
、
一
般

会
計
か
ら
の
借
入
金
と
い
う
も

の
は
発
生
し
な
か
っ
た
が
、
25

年
度
に
お
い
て
も
土
地
代
金
の

納
入
が
な
か
っ
た
た
め
、
一
般
会

計
か
ら
借
り
入
れ
を
行
っ
た
。

討　

論　　
企
業
誘
致
に
つ
い
て

は
、
議
会
含
め
、
多
く
の
市
民

の
方
が
待
ち
望
ん
で
い
た
。
年

度
末
に
な
っ
て
、
一
般
会
計
か

ら
３
億
３
千
300
万
円
の
借
り
入

れ
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ

の
工
業
用
地
等
整
備
事
業
で

は
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
考

え
る
の
で
不
認
定
。

　

採
決
の
結
果
、原
案
不
認
定
。

建
設
経
済
常
任
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会

各
常
任
委
員
会
決
算
審
査
報
告

成
施
設
整
備
に
つ
い
て
、
待
望
の

施
設
が
完
成
し
、
に
ぎ
わ
い
を

見
せ
て
い
る
が
、
利
用
状
況
を
ど

う
把
握
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

答　

弁　　
思
い
切
り
体
が
動
か

せ
て
大
変
良
い
と
の
声
も
あ
る

が
、
一
方
で
小
さ
い
お
子
さ
ん

に
は
危
な
い
等
の
声
も
あ
り
、

注
意
喚
起
の
た
め
ポ
ス
タ
ー
等

を
掲
示
し
て
対
応
し
て
い
る
。

　

審
査
の
結
果
、
原
案
通
り
認
定
。

き
の
総
量
か
ら
高
さ
を
5.3
ｍ
、

そ
の
上
に
県
で
１
ｍ
の
覆
土
を

し
て
合
計
6.3
ｍ
で
、
今
年
度
県

で
萱
浜
地
区
と
雫
地
区
の
造
成

を
し
、
事
業
に
入
る
。

　

採
決
の
結
果
、
原
案
認
定
。
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総
務
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

委
員
長　

水
井
清
光

平
成
26
年
度
南
相
馬
市
一
般
会

計
補
正
予
算
に
つ
い
て

質　

疑　

歳
入
・
固
定
資
産
税

の
中
で
、
震
災
に
伴
う
市
の
減

免
も
３
年
間
で
終
わ
る
見
込
み

だ
が
、
今
後
の
対
応
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

弁　　
20
㎞
圏
外
の
１
／
２

課
税
又
は
１
／
２
減
免
は
、
当

初
３
年
間
と
定
め
て
お
り
、
こ

の
３
年
間
で
終
わ
る
の
か
、
そ

れ
と
も
継
続
す
る
の
か
、
引
き

続
き
国
の
支
援
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
減
免
な
ど
が
で
き
る
か

ど
う
か
、
税
収
確
保
と
の
バ
ラ

ン
ス
を
考
え
な
が
ら
、
し
っ
か

り
と
検
討
し
、
皆
さ
ま
に
お
示

し
し
た
い
。
な
お
、
20
㎞
圏
内

の
課
税
は
、
現
在
も
し
て
い
ま

せ
ん
。

質　

疑　

歳
入
・
地
方
交
付
税

の
中
で
、
震
災
復
興
特
別
交
付

税
は
23
年
度
か
ら
５
年
間
と
聞

い
て
い
る
が
、
長
期
的
な
視
点

で
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る

の
か
。

答　

弁　

国
は
、
集
中
復
興
期

間
を
５
年
間
と
示
し
て
お
り
、

未
だ
延
長
に
つ
い
て
明
ら
か
に

し
て
い
な
い
た
め
、
財
源
の
確

保
に
向
け
て
国
へ
要
望
を
行
う

と
と
も
に
、
中
期
的
な
復
興
財

源
の
確
保
に
向
け
て
は
課
題
と

捉
え
、
計
画
的
な
財
源
の
確
保

に
努
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

質　

疑　

20
㎞
圏
外
は
、
復
興

を
加
速
し
て
い
か
な
い
と
財
源

の
獲
得
も
難
し
く
な
っ
て
く

る
。
今
後
の
復
興
需
要
額
と
し

て
あ
と
幾
ら
必
要
に
な
る
と
見

込
ん
で
い
る
の
か
。

答　

弁　

現
在
、
実
施
計
画
の

作
成
中
で
あ
り
、
現
実
的
な
数

字
は
11
月
ま
で
に
精
査
を
し
て
、

皆
さ
ま
に
お
知
ら
せ
し
た
い
。

質　

疑　

東
日
本
大
震
災
復

旧
・
復
興
基
金
繰
入
金
の
中
で
、

基
金
の
繰
り
入
れ
を
や
め
て
一

般
財
源
で
対
応
す
る
の
は
ど
う

し
て
か
。

答　

弁　　
特
定
財
源
が
見
込
め

な
い
事
業
で
あ
っ
て
も
、
復
旧
・

復
興
に
必
要
な
事
業
は
当
該
基

金
の
繰
り
入
れ
分
を
財
源
に
当

初
予
算
で
計
上
を
し
て
い
た
。

　

し
か
し
、
補
正
予
算
に
お
い

て
、
市
税
が
当
初
の
見
込
み
よ

り
増
額
し
、
ま
た
前
年
度
か
ら

の
繰
越
金
確
定
に
伴
う
一
般
財

源
の
確
保
が
で
き
た
た
め
、
当

該
基
金
の
繰
り
入
れ
を
減
額
し
、

後
年
度
の
復
興
事
業
の
財
源
と

し
て
対
応
す
る
こ
と
と
し
た
。

質　

疑　
繰
越
金
が
生
じ
た
主

な
要
因
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　　
25
年
度
決
算
に
伴

う
繰
越
金
約
20
億
７
千
万
円

の
内
訳
は
、
現
年
度
分
が
約

16
億
５
千
万
円
、
繰
越
明
許
分

が
約
１
千
100
万
円
、
事
故
繰
越

し
分
が
約
４
億
２
千
万
円
と

な
っ
た
。

　

こ
の
中
で
１
番
額
の
大
き
い

現
年
度
分
で
は
、
市
税
で
約

５
億
３
千
万
円
、
税
外
収
入
で

約
１
億
円
、
そ
の
他
の
歳
入
で

約
４
億
円
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

歳
入
予
算
で
見
込
ん
だ
額
よ
り

も
約
12
億
円
の
収
入
が
増
え
た
。

　

一
方
、
歳
出
予
算
で
は
、
事

業
実
績
に
よ
り
約
３
億
円
の
残

額
が
生
じ
た
た
め
、
現
年
度
分

の
み
で
約
16
億
円
と
な
り
、
こ

れ
に
繰
越
明
許
分
、
事
故
繰
越

し
分
を
加
え
て
今
回
約
20
億
円

に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

質　

疑　

都
市
公
園
除
染
対
策

事
業
（
陣
ヶ
崎
墓
地
公
園
）
の

中
で
、
26
年
、
27
年
度
の
計
上

が
あ
り
、
支
払
い
額
が
は
っ
き

り
し
て
い
る
た
め
、
債
務
負
担

行
為
補
正
で
は
な
く
、
継
続
費

補
正
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

弁　

継
続
費
は
、
建
物
の

よ
う
に
単
年
度
で
完
全
に
終
了

し
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
、
全

て
が
出
来
て
完
成
す
る
事
業
に

設
定
を
し
て
い
る
。

　

こ
の
事
業
の
場
合
、
福
島
県

の
除
染
対
策
交
付
金
が
特
定
財

源
と
し
て
入
っ
て
お
り
、
福
島

県
と
の
協
議
に
よ
り
債
務
負
担

行
為
の
設
定
が
可
能
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
今
回
補
正
し
た
も

の
で
あ
る
。

　

審
査
の
結
果
、
原
案
通
り
可
決
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

質　

疑　

以
前
は
、
業
者
管
理

の
中
で
、
現
場
監
督
・
管
理
者

の
兼
務
は
禁
じ
ら
れ
て
い
た

が
、
市
は
認
め
て
い
る
の
か
。

答　

弁　

こ
れ
ま
で
５
㎞
程
度

の
近
接
工
事
は
、
兼
務
可
能
で

実
施
し
て
き
た
が
、
技
術
者
が

相
対
的
に
少
な
い
こ
と
か
ら
、

今
年
に
入
り
入
札
の
不
調
対
策

と
し
て
10
㎞
程
度
以
内
の
工
事

で
あ
れ
ば
、
兼
務
で
き
る
よ
う

に
緩
和
を
し
た
。

質　

疑　

他
に
も
、
緩
和
し
た

部
分
は
あ
る
の
か
。

答　

弁　

作
業
員
不
足
に
対
応

す
る
た
め
、
国
や
福
島
県
の
対

策
に
呼
応
し
て
、
復
興
Ｊ
Ｖ
制

度
を
導
入
し
た
こ
と
。
ま
た
、

契
約
締
結
後
に
物
資
等
が
著
し

く
高
額
と
な
っ
た
場
合
、
受
注

者
の
健
全
な
利
益
を
確
保
す
る

主
旨
と
し
て
イ
ン
フ
レ
ス
ラ
イ

ド
条
項
の
適
用
が
あ
る
。

　

審
査
の
結
果
、
原
案
通
り
可
決
。

請　

願

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

審
査
の
結
果
、
採
択
。

農業用水路除染の実施状況（鹿島区橲原）
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